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体験旅行「さくらんぼ狩り」 

久しぶりにみんなで出かけました！ 
 

７月
がつ

３
み

日
っか

、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

南
みなみ

区
く

の砥
と

山
やま

ふれあい果
か

樹
じゅ

園
えん

にさくらん

ぼ狩
が

りに行
い

きました。帰
き

国
こく

者
しゃ

53名
めい

と支
し

援
えん

者
しゃ

8名
めい

が参
さん

加
か

し、

久
ひさ

しぶりに一
いっ

緒
しょ

に出
で

かける機
き

会
かい

となりました。当
とう

日
じつ

は暑
あつ

す

ぎず過
す

ごしやすい気
き

温
おん

で、さ

くらんぼを味
あじ

わいながら、し

ばらく会
あ

えなかった仲
なか

間
ま

とゆ

っくりと交
こう

流
りゅう

を楽
たの

しむこと

ができました。 

 

とれたよ～ 
あっちの木が甘いかな？こっちの木が甘いかな？ 

みんなで昼食 

http://www.hokkaido-sien-center.jp/
mailto:hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp
mailto:hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８月 28日（月）13：30～ 

9月 25日（月）13：30～ 

10月 30日（月）13：30～ 

11月 27日（月）13：30～ 

12月 18日（月）13：30～ 

１月 29日（月）13：30～ 

２月 26日（月）13：30～ 

３月 18日（月）13：30～ 

ふまねっと運動の開催予定 

５月
がつ

29日
にち

、認
にん

定
てい

NPO法
ほう

人
じん

ふまねっとより講
こう

師
し

を

お招
まね

きし、健
けん

康
こう

運
うん

動
どう

教
きょう

室
しつ

「ふまねっと運
うん

動
どう

」を開
かい

催
さい

しました。当
とう

センターで初
はじ

めてとなるふまねっ

との体
たい

験
けん

には帰
き

国
こく

者
しゃ

12名
めい

が参
さん

加
か

しました。 

ふまねっとは、床
ゆか

に敷
し

いた約
やく

50センチ四
し

方
ほう

のマ

ス目
め

でできた大
おお

きな「あみ」を踏
ふ

まないように歩
ある

く運
うん

動
どう

です。初
はじ

めに、ただマスの中
なか

を歩
ある

いてみま

しょうと言
い

われ、スタスタと歩
ある

いていってしまっ

た帰
き

国
こく

者
しゃ

もいましたが、ゆっくり、気
き

をつけて歩
ある

くことで体
からだ

のバランス感
かん

覚
かく

が改
かい

善
ぜん

されるそうで

す。様
さま

々
ざま

なステップがあり、そこにさらに手
て

拍
びょう

子
し

を加
くわ

えたりすることで脳
のう

が活
かっ

性
せい

化
か

し、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

の

改
かい

善
ぜん

につながると考
かんが

えられています。みんなで声
こえ

をかけあい、励
はげ

まし合
あ

いながらやることで仲
なか

間
ま

と

の交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め、生
い

きがいづくりとなる効
こう

果
か

もあり

ます。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんは、マス目
め

を指
ゆび

さして助
たす

け合っ

たり、間
ま

違
ちが

ってしまって笑
わら

ったり、楽
たの

しそうに取
と

り組
く

んでいました。６月
がつ

26日
にち

には第
だい

2回
かい

を開
かい

催
さい

し

ました。ふまねっと運
うん

動
どう

は今
こん

後
ご

も定
てい

期
き

的
てき

に開
かい

催
さい

し

てゆく予
よ

定
てい

です。 

 

健康運動教室 

声をかけあい、みんなで楽しく 

医療・介護特別講座 

転倒を未然に防ぐために 
 

６月
がつ

5
いつ

日
か

の医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

では「転
てん

倒
とう

予
よ

防
ぼう

教
きょう

室
しつ

」と題
だい

して、

転
てん

倒
とう

予
よ

防
ぼう

の大
たい

切
せつ

さと歩
ほ

行
こう

支
し

援
えん

用
よう

具
ぐ

（杖
つえ

）の選
えら

び方
かた

について学
まな

びまし

た。株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

「フロンティア」札
さっ

幌
ぽろ

営
えい

業
ぎょう

所
しょ

の佐
さ

藤
とう

恒
つね

夫
お

さんが、転
てん

倒
とう

を

防
ふせ

ぐために気
き

をつけるべきこと、

自
じ

分
ぶん

に合
あ

う杖
つえ

の選
えら

び方
かた

、杖
つえ

の正
ただ

し

い使
つか

い方
かた

などを教
おし

えてくださいま

した。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんにとって

まさに「転
ころ

ばぬ先
さき

の杖
つえ

」となる講
こう

座
ざ

でした。 

 

気をつけるべきは 

「ぬ・か・づけ」！ 

ぬ…濡れたところ 

か…階段・段差 

づけ…片づけていない部屋 

自分に合った杖の高さ 

＝（身長÷2）＋3ｃｍ 



 

 

 

 

語
かた

りかけボランティア訪
ほう

問
もん

事
じ

業
ぎょう

は、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんが

介
かい

護
ご

サービスを受
う

ける際
さい

の不
ふ

安
あん

、孤
こ

独
どく

感
かん

を解
かい

消
しょう

することを

目
もく

的
てき

に 2017年
ねん

から始
はじ

まりました。中
ちゅう

国
ごく

語
ご

やロシア語
ご

の話
はな

せるボランティアが帰
き

国
こく

者
しゃ

を訪
ほう

問
もん

し、話
はな

し相
あい

手
て

になったり、

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

職
しょく

員
いん

との意
い

思
し

疎
そ

通
つう

の補
ほ

助
じょ

をしています。現
げん

在
ざい

２３名
めい

がボランティアとして登
とう

録
ろく

し、８名
めい

の方
かた

々
がた

が活
かつ

動
どう

しています。 

 今
こ

年
とし

の５月
がつ

に語
かた

りかけボランティアとして登
とう

録
ろく

し、活
かつ

動
どう

を

始
はじ

めた及
おい

川
かわ

裕
ゆう

子
こ

さんに、実
じっ

際
さい

に語
かた

りかけボランティアをやっ

てみて感
かん

じたことなどを伺
うかが

いました。 

 

 及
おい

川
かわ

さんが活
かつ

動
どう

を始
はじ

めたきっかけは、新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

の中
なか

で「語
かた

りかけボラ

ンティア」という言
こと

葉
ば

を初
はじ

めて目
め

にしたことでした。ちょうど昨
さく

年
ねん

は日
にっ

中
ちゅう

国
こっ

交
こう

正
せい

常
じょう

化
か

50周
しゅう

年
ねん

で、新
しん

聞
ぶん

でも多
おお

くの特
とく

集
しゅう

記
き

事
じ

が掲
けい

載
さい

されてお

り、中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

についての記
き

事
じ

の中
なか

でその言
こと

葉
ば

を見
み

つけました。イ

ンターネットで検
けん

索
さく

し、当
とう

センターにたどり着
つ

いたそうです。中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を学
まな

び、中
ちゅう

国
ごく

への留
りゅう

学
がく

後
ご

も勉
べん

強
きょう

を続
つづ

けたり、中
ちゅう

国
ごく

の人
ひと

と交
こう

流
りゅう

をも

っていたことに加
くわ

え、自
じ

身
しん

の父
ちち

親
おや

の介
かい

護
ご

にあたっていたことも、語りか

けボランティア活
かつ

動
どう

に興
きょう

味
み

を抱
いだ

いた一
いち

因
いん

でした。 

      

及
おい

川
かわ

さんは現
げん

在
ざい

、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

Kさんがサービスを受
う

けている事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に、もう１名
めい

の中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

のボラン

ティアさんとペアで訪
ほう

問
もん

し、１時
じ

間
かん

ほど話
はな

し相
あい

手
て

になっています。初
はじ

めての訪
ほう

問
もん

の際
さい

は緊
きん

張
ちょう

しましたが、K

さんは訪
ほう

問
もん

をとても喜
よろこ

んでくれたので、今
いま

まで中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を勉
べん

強
きょう

してきてよかったと心
こころ

から思
おも

ったそうです。

それ以
い

降
こう

、次
つぎ

は何
なに

を話
はな

そう、どんな質
しつ

問
もん

をしようと考
かんが

えながら K さんを訪
ほう

問
もん

しています。K さんは自
じ

分
ぶん

か

ら話
はな

そうとする性
せい

格
かく

ではなく、質
しつ

問
もん

をしても「はい」か「いいえ」で答
こた

えるだけ、という場
ば

合
あい

も多
おお

いそうで

す。それでも中
ちゅう

国
ごく

にいたときの生
せい

活
かつ

や自
じ

身
しん

の娘
むすめ

さんのことなど、話
わ

題
だい

によってはどんどん話
はな

してくれるこ

ともあり、どうやって話
はなし

を引
ひ

き出
だ

すかが、語
かた

りかけボランティアをしていて難
むずか

しいところだと言
い

います。 

ボランティアを始
はじ

める以
い

前
ぜん

に残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の存
そん

在
ざい

については知
し

っていたそうですが、知
し

れば知
し

るほど「想
そう

像
ぞう

を

絶
ぜっ

する体
たい

験
けん

をされた方
かた

にどう寄
よ

り添
そ

っていけばいいか」、帰
き

国
こく

者
しゃ

支
し

援
えん

の難
むずか

しさを感
かん

じつつも、K さんとの交
こう

流
りゅう

、そして一
いっ

緒
しょ

に訪
ほう

問
もん

するボランティアさんとの交
こう

流
りゅう

が楽
たの

しいと及
おい

川
かわ

さんは語
かた

ります。これからも語
かた

りか

けボランティアを続
つづ

けたいと結
むす

んでくれました。 

 

  

語りかけボランティア訪問事業 

帰国者に寄り添うこととは 
 

新聞記事がきっかけ 

 

「次回はどんな話をしよう・・・」 



 

 

 

 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

２世
せい

の松本
まつもと

君
きみ

男
お

・秀代
ひ で よ

夫妻
ふ さ い

が、６月
がつ

9
ここの

日
か

に札幌市
さっぽろし

農業
のうぎょう

体験
たいけん

交流
こうりゅう

施設
し せ つ

「サッポロさとらんど」

にて開催
かいさい

された「中華
ちゅうか

料
りょう

理
り

講
こう

座
ざ

」の講
こう

師
し

として招
まね

かれ、家
か

庭
てい

で手
て

軽
がる

にできる中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

二
ふた

品
しな

（鶏
とり

肉
にく

のレモン

あんかけ、ほうれん草
そう

の卵
たまご

焼
や

き）の作
つく

り方
かた

を紹
しょう

介
かい

しました。参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんは、食
しょく

材
ざい

を丸
まる

ごと使
つか

う調
ちょう

理
り

法
ほう

や中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

でよく使
つか

われるネギ油
あぶら

についての説
せつ

明
めい

を感
かん

心
しん

した様
よう

子
す

で聞
き

いていました。また講
こう

座
ざ

の冒
ぼう

頭
とう

、

講
こう

師
し

紹
しょう

介
かい

の際
さい

には、当
とう

センターで業
ぎょう

務
む

委
い

託
たく

をしているNPO法
ほう

人
じん

シーズネットの青
あお

木
き

理
り

事
じ

より中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

について、歴
れき

史
し

的
てき

経
けい

緯
い

が説
せつ

明
めい

されました。 

松
まつ

本
もと

夫
ふ

妻
さい

が紹
しょう

介
かい

した料
りょう

理
り

はネギ油
あぶら

を使
つか

って調
ちょう

理
り

されました。ネギ油
あぶら

はネギの香
かお

りをつけた油
あぶら

のこと

で、中
ちゅう

国
ごく

では多
おお

くの家
か

庭
てい

で手
て

づくりされ、常
じょう

備
び

されています。家
か

庭
てい

によって味
あじ

やレシピは少
すこ

しずつ異
こと

なり

ます。今
こん

回
かい

松
まつ

本
もと

さんが特
とく

別
べつ

にレシピを教
おし

えてくれました。 

 

材
ざい

料
りょう

  サラダ油
あぶら

  1000ｇ 

     花
か

椒
しょう

    10ｇ 

     八
はっ

角
かく

    10ｇ 

    長
なが

ネギ（葉
は

の部
ぶ

分
ぶん

）3本
ぼん

 

    生
しょう

姜
が

    50ｇ 

作
つく

り方
かた

 ①鍋
なべ

にサラダ油
あぶら

と残
のこ

りの材
ざい

料
りょう

をすべて入
い

れる。 

    ②弱
よわ

火
び

で 20分
ふん

から 25分
ふん

ほど揚
あ

げる。ネギや生
しょう

姜
が

がキツネ色
いろ

になったら火
ひ

を止
と

める。 

    ③冷
さ

めたら油
あぶら

を濾
こ

す。 

出
で

来
き

上
あ

がったネギ油
あぶら

は、肉
にく

や魚
さかな

料
りょう

理
り

、野
や

菜
さい

炒
いた

めやサラダに使
つか

えます。常
じょう

温
おん

で１
いっ

ヶ
か

月
げつ

ほど保
ほ

存
ぞん

できます。 

     

 

６月
がつ

の医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

は、文
も

字
じ

通
どお

り杖
つえ

についてのお 話
はなし

でしたが、「転
ころ

ばぬ先
さき

の杖
つえ

」は、何
なに

かあっても困
こま

らないよう

に前
まえ

もって備
そな

える、という意味のことわざです。ロシアにも同
おな

じ意
い

味
み

のことわざがあり、「Готовь сани летом, а телегу зимой」

（夏
なつ

にそりを、冬
ふゆ

に荷
に

馬
ば

車
しゃ

を 準
じゅん

備
び

しろ）と言
い

います。どこにおいても、前
まえ

もって 準
じゅん

備
び

することの大
たい

切
せつ

さは認
にん

識
しき

されている

のですね。わかってはいてもギリギリになってしまう自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を 戒
いまし

めつつ、今
こん

回
かい

の「しらかば 61号
ごう

」の制
せい

作
さく

にあたり「前
まえ

もって」のお願
ねが

いではなかったにもかかわらず、ご 協
きょう

力
りょく

いただいた皆
みな

様
さま

にこの場
ば

を借
か

りて 心
こころ

よりお礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。 

中国帰国者が料理講座の講師に 
歴史的経緯の説明も 

 

 

食文化交流 

   

◆ネギ油の作り方◆ 

編集後記 


